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近年、スマートスビーカや案内ロボットなど、人との間で音声言語を介してコミュニケーシ
ヨンを行ケ情幸財幾器やロボットの研究開発が精力的に進められている。そこではシステム側の
音声認識性能や対話処理機能の向上に加え、人とシステムとのインタラクションテザインその

ものの重要牲も認識されっつぁる。本論文は、一般的に利用されてきた自己完結した発話では

なく、むしろ言葉足らずで不完結な発話が、会話において閉き手の助け舟や積極的な解釈を引、

きだしやすく、人とロボットとの間でも恊調的なインタラクションを生み出せる可"断生がある、

ことを指摘した。また、応用面を想定した上で様々な角度から検証を行ったものである。

第1章は本論文の緒言であり、本研究の背景と目的を述べている。第2章では、人と人との

コミュニケーション悩証勺には、伝達的な側面に加え、相互のつながりや意味の生成を志向する
側面があることを社会科学の知見をもとに整理し、従来研究と対比しながら、本研究の位置づ

けを明らかにしている。第3章では、本研究で提案する言葉足らずな発話に基づく会話のデザ
インについて述べ、不完結な発話の意味や構造を生み出すための実装手法を詳細に述べている。

第4章では、言葉足らずな発話を用いたロボットと人との実際の会話事例データを収集・分析
し、ロボットとの不完結な発話が引き出す人の発話の特徴や会話への参加態度の違いを明らか

にしている。第5章では、言葉足らずな発話を利用するロボットの実社会での応用を想定し、
第4章で得られた録画データを利用して、言葉足らずな発話を用いるロボットと人とのインタ
ラクションの様子が第二者からどのように評価されるかを調べている。第6章では、 3者間で
の会話場面に実験を拡張し、言葉足らずな発話を行うロボット、聞き手となるロボット、その

説明を手助けする実験参加者の間での会話場面において、参加者本人の参加態度や手助け方法

の詳細な分析、その会話に対する印象評価の結果を述べている。第7章では、本研究で得られ
た知見を整理し、まとめと今後に残された課題について述べている。

の 要

文内容

.

の 要

これまで音声言語を用いた人とスマートスビーカとのインタラクションでは、人は自己完結

した発話を用いて質問や指示を発し、その発話内容をシステム側が正確に把握して、必要な恬
帆や反応を返すような枠組みを基本としていた。一方で、ミハイノレ・バフチンやユーリ・ロト

マンなどが指摘するように、人と人との印常的な会話では、情報を正確に伝えあう伝達的な側
面に加えて、相互のつながりや意味生成を志向する関係論的な側面があり、特に後者の視点に
ついては、人とロボットとのインタラクション分里刊こおいての議齢誠才十分なものではなかった。

本研究は、子どもの言葉足らずな発話が養育者などの能動的で支援的な応答を引き出しなが

ら、結果として豊かなコミュニケーションを生み出している事例にヒントを得て、ロボットか
らの言葉足らずな発話によって、人との協調的なインタラクションを生み出そうとする斬新な

研究である。

はじめに、発話能力に不均衡のある子どもと養育者間の会話に頻出する手助け的な発話や、
人と人との日常会話に見られる誤解の修復事例などを手掛力山に、ロボット側の「言葉足らず
な発話方略」を提案し、具体的な実装手法を示している(第3章)。そのロボット側の言葉足ら

ずな発話方略によって、人からの助け舟や積極的な解釈を引きだせることを、実際の人とロポ

ツトとの会話実験によって明らかにしている(第4章)。また、人とロボットとの会話場面を観
察する第三者からの印象を調査することで、言葉足らずな発話を用いた会話は、開き手からの

積極的な支援を引きだし、協調的なものと評価されることを確認している(第5章)。
また本論文の後半では、上記の知見を3者間での多人数会話に適用し、ロボットの言葉足ら

ずな発話を統制することで、そこから生み出される会話の場や会話参加者の参加態度に影響を
与え得ることを詳細な実験により検証している(第6章)。

これらの研究成果は、ヒューマン・ロボットインタラクション研究やヒューマンインタフェ

ース研究の分野において、すでに高い評価を得ており、今後、音声言語を介したインタラクシ
ヨン技術として広範な応用も期待できる。

以士.より、本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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